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ま え が き

下水道は、２１世紀における、健康で、快適な、うるおいを実感できる生活

を営むための大切な生活施設です。

下水道の普及率は、全国で、着実に普及拡大が図られています。

しかしながら、戦前に布設した管渠や耐用年数を経過した管きょなど更新工

事を必要とするものも、それに伴い増加をしています。

パルテムＳＺ工法は、チョップドストランドガラス繊維に不飽和ポリエステ

ル樹脂を含浸させた熱硬化性樹脂シ－トを積層して、円筒状に折り畳んだＳＺ

ライナーを管きょ内に引き込み、空気圧により管内面に圧着し、蒸気で加熱硬

化させて、既設の下水道管内に新しいＦＲＰパイプを形成する工法です。

中小口径を対象に、管径２００ｍｍから８００ｍｍの管きょを更生し、それ

ぞれの地域の実情に沿った更生管の整備をいたします。

パルテムＳＺ工法は、更生工法における、改築工法の内、形成工法であり、

更生した管きょは、自ら外力に抵抗できる自立管です。また、二層構造管にも

対応が可能です。

既に、（財）下水道新技術推進機構の「建設技術審査証明」において、技術

内容が証明され、評価されています。

パルテムＳＺ工法は、適切な施工管理、安全管理のもと、優れた機能を発揮

できる、高品位の管路更生管をつくります。

そして、施工は、国、地方公共団体、各種公団、民間会社の様々な事業にお

いて行われており、改築・更新の更生事業に貢献しています。

この「パルテムＳＺ工法・積算資料」が、皆様の業務に、お役立て出来きれ

ば幸です。

快適な生活環境の改善の一助に貢献いたしたいと願うものです。

パルテム技術協会
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１．一般事項

１－１ 工法の概要

パルテムＳＺ工法は、チョップドストランドガラス繊維に熱硬化性樹脂を

含侵させて増粘させ、円筒状に折り畳んだＳＺライナーをマンホールから下

水道管きょ内に引き込みます。次に、空気圧でＳＺライナーを管きょ内面に

圧着させ、蒸気を用いてＳＺライナーを硬化させます。つまり、パルテムＳ

Ｚ工法は、マンホールを利用して、経年変化した下水道管きょの内側に新し

いＦＲＰパイプを形成する工法であります。

１－２ 工法の特長

（１）強靱なＦＲＰの管（自立管、二層構造管）を既設管の中に形成します。

（２）優れた耐ストレインコロージョン性能を有します。

（３）「管きょ更生工法における設計・施工管理の手引き（案）」（(社)日本下水

道協会）に沿った設計ができる安心の工法であります。

（４）コンパクトな設備で確実な施工ができます。

（５）新管と同等以上の流下能力があります。

（６）耐久性、耐薬品性、耐摩耗性に優れています。

（７）管路が欠損していても、施工が可能であります。

（８）安定した施工と品質が得られます。

１－３ 適用範囲

（１）適用口径

φ２００～８００

（２）適用管種

鉄筋コンクリート管、ヒューム管、陶管、ＦＲＰＭ管、鋼管、

鋳鉄管など
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２．工事費の構成

パルテムＳＺ工事費の構成は図１に示す基本構成によるものとします。

（積算の原則）

本資料における積算方法は、(社)日本下水道協会発行『下水道施設維持

管理積算要領 －管路施設編－』に準拠します。

図１ パルテムＳＺ工事費の基本構成

直接工事費

運搬費

準備費

材料費

労務費

消耗品費

営繕費

機械器具損料

役務費

事業損失防止施設費

安全費

技術管理費

燃料費

共通仮設費

（間接工事費）

純 工 事 費

現場管理費

一般管理費等

総

工

事

費

（間接工事費）

工 事 原 価
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３．直接工事費

パルテムＳＺ工事の標準主要工程は施工前管内調査工程、施工前管内処理工

程、ライニング工程、取付け管口穿孔工程、管口仕上げ工程の５工程から構成

されますが、さらにこれらの工程は材料費、水替工、管内洗浄工、管内調査工、

施工前管内処理工、ライニング工（管内引込工・拡張加熱工・管口切断工）、

取付け管口穿孔工、管口仕上げ工の８種類の組み合わせから構成されます。

３－１ 工事総合工程

パルテムＳＺ工事施工開始から完成にいたる総合工程について以下に説明

します。

（１）施工前管内調査工程

ライニング工程に先立ち施工前管内調査工程を行います。当該工区内の水

替を実施した後、高圧洗浄車を使用して管内洗浄を行い、下水道管内ＴＶカ

メラを挿通して、管内状況を調査します。調査の状況は調査記録にまとめ、

異物の有無により施工前管内処理工程の計画、たるみ・浸入水の状態より加

熱方法の検討などを行い、施工計画立案の資料とします。

本工程は、水替工、管内洗浄工、管内調査工の３工種より構成されます。

本工程フローを図２に示します。

図２ 施工前管内調査工程

施 工 開 始

管内洗浄工

水 替 工

管内調査工

①
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（２）施工前管内処理工程

施工前管内調査工程の結果、取付け管部の突出、木根の侵入、油脂、コン

クリート塊、パッキンの垂れ、その他の異物が認められた場合は管内処理工

程を行います。また、非掘削で異物の除去が困難、もしくは管が著しく破壊

され断面形状を保っていない場合は、原則として、部分的に掘削し入れ取り

替えを行います。工事費はそれぞれの管内異物の種類に従い、積算、計上し

ます。

管内処理工程完了後、ライニング工程まで日数を経過する場合は、ライニ

ング工程前日に管内調査を行い、施工可否の最終確認を行います。

さらに、管内処理を行わない場合においても、施工前管内調査工程からラ

イニング工程まで数日を経過する場合も、同様にライニング工程前日に管内

調査を行います。

本工程は、水替工、施工前管内処理工より構成されます。

本工程フローを図３に示します。

図３ 施工前管内処理工程

Yes

Yes

No

No

掘 削

施工前管内処 理工

水替工

②

①

管 内 処 理 工 必 要

掘 削
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（３）ライニング工程

ライニング工程はライニング工として計上されますが、管内引込工、拡張

加熱工、および管口切断工より構成されます。

まず、ＳＺライナーの管内引込工から開始されますが、それに先立ち水替

工を開始します。管内引込工には直前の管内洗浄・管内調査が含まれます。

管内引込完了後、拡張加熱工、管口切断工を施工します。

本工程は、水替工、ライニング工（管内引込工・拡張加熱工・管口切断工）

の２工種より構成されます。

本工程フローを図４に示します。

図４ ライニング工程

管 内 引 込 工

（管 内 洗 浄 工）

（管 内 調 査 工）

拡 張 加 熱 工

管 口 切 断 工

水 替 工

ラ

イ

ニ

ン

グ

工

②

③
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（４）取付け管口穿孔工程

ライニング工程完了後、ＳＺパイプにより閉塞された取付け管口を非堀削

で穿孔機を使用して穿孔し、下水道管の供用を再開します。

口径φ８００については人力で穿孔します。

本工程は、水替工、取付け管口穿孔工より構成されます。

本工程フローを図５に示します。

図５ 取付け管口穿孔工程

（５）管口仕上げ工程

取付け管口穿孔工程完了後、管口でＳＺパイプを仕上げ切断し、管口仕上

げ剤を用いて端部を仕上げます。

本工程は、水替工、管口仕上げ工により構成されます。

本工程フローを図６に示します。

図６ 管口仕上げ工程

④

管 口 仕 上 工

施 工 完 了

水 替 工

③

施 工 完 了

④

水 替 工

取付管口穿孔工
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ドレンロープ

被覆材

熱硬化性樹脂シート

円筒補強織物

保護クロス

｝ベースホース

保護クロス

カバークロス

熱硬化性樹脂シート

｝
ピローロープ

円筒補強織物

被覆材
ベースホース

３－２ 直接工事費の内訳

直接工事費は８工種より構成されますが、現場状況に応じ、必要な項目を

付け加えるなどの検討が必要です。

（１）主要材料

ＳＺライナーのみとなります。標準のＳＺライナーおよびＳＺパイプの構

造を図７、８に示します。ただし、管路の損傷が大きい場合、浸入水量が多

い場合ならびに施工延長が長い場合等は標準のＳＺライナーの外側に円筒

状に縫製されたカバークロスを被せたＳＺライナーＳＨＣを使用します。な

お、図７に示すドレンロープは消耗品扱いとします。また、ＳＺライナーの

厚さは、管路の埋設深度等により設定します。

直接工事費内訳書の主要材料数量は口径別の管体総延長とします。

ＳＺライナーＳＨ

ＳＺライナーＳＨＣ

図７ ＳＺライナーの構造
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図８ ＳＺパイプの構造

（２）水替工

施工区間内に汚水が流入しないよう上流マンホールで止水して、このマン

ホール内に設置した潜水ポンプにより、下流側に汚水を圧送します。図９に

水替工の模式図を示します。水替工はパルテムＳＺ工事の全ての工程につい

て計上します。

ただし、施工場所により、潜水ポンプを使用する場合と特殊強力吸引車を

使用する場合とを大別して計上します。

図９ 水替工

保護クロス

熱硬化性樹脂シート

既設管

円筒補強織物

ＳＺパイプ

上流側 下流側

施工区間止水プラグ

止水プラグ
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（３）管内洗浄工

高圧洗浄車を使用して、２～３回管壁を洗い流す程度の洗浄であり、堆積

土砂除去などの目的で行う管内清掃工は別途積算、計上します。図１０に管

内洗浄工の模式図を示します。

図１０ 管内洗浄工

（４）管内調査工

下水道管内ＴＶカメラを使用して、管内状況のビデオ撮影を行うと共に管

内調査記録表に記入します。特にライニング工程施工上で重要と思われる箇

所については写真撮影を行います。図１１に管内調査工の模式図を示します。

図１１ 管内調査工

高圧洗浄車

ＴＶカメラ

ＴＶカメラ車

PALTEM
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（５）施工前管内処理工

超高圧洗浄車を使用してモルタル、パッキン、木根の除去、ならびに穿孔

機を使用して取付け管突出部を非開削で除去する場合のみ計上します。処理

完了後、高圧洗浄車を用いて管内洗浄を行い、ＴＶカメラで調査し記録しま

す。

図１２、１３に施工前管内処理工の模式図を示します。

直接工事費内訳書の施工前管内処理工数量は、モルタルなど各々の個数と

します。

図１２ 施工前管内処理工（モルタル）

図１３ 施工前管内処理工（取付け管突出）

超高圧洗浄車

PALTEM

モルタル

ＴＶカメラ

ＴＶカメラ車

穿孔機

穿孔機車
発動発電機

PALTEM
PALTEM
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（６）ライニング工

ライニング工は、管内引込工、拡張加熱工、および管口切断工から構成さ

れます。

ライニング工の数量は、口径別の管体総延長を計上します。ただし、中間

マンホールを通過して一度に２スパン以上をライニングする場合は、中間マ

ンホールインバート長も管体総延長に加えます。

１）管内引込工

ＳＺライナー運搬車が現場到着後、これを所定の位置に据付け、引込用ロ

ーラ、ウィンチなどの準備を行います。その間、高圧洗浄車を用いて管内洗

浄を行ない、有害な異物がないかどうか、ＴＶカメラで調査します。準備完

了後、ＳＺライナーをマンホールより管内に引込みます。図１４に管内引込

工の模式図を示します。口径、延長、ＳＺライナーの厚さにより、ＳＺライ

ナー引込む前に、アンダーシートを挿通する場合もあります。

図１４ 管内引込工

２）拡張加熱工

管内引込工完了後、ＳＺライナー両端にＳＺシーラーを設置し、バルブユ

ニットを通じてベースホース内に圧縮空気を供給することによりＳＺライ

ナーを拡張させます。その後、蒸気を供給してＳＺライナーを加熱硬化させ

ます。加熱所要時間は硬化温度・管径・管体延長・管の状態により異なりま

す。所要時間加熱後、ベースホース内に圧縮空気を導入し、冷却します。図

１５に拡張加熱工の模式図を示します。

発動発電機 ウィンチ

接続部

ＳＺライナー

リール
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図１５ 拡張加熱工

３）管口切断工

冷却終了後、発進側マンホール、到達側マンホールおよび中間マンホール

にてＳＺパイプを管口で切断します。図１６に管口切断工の模式図を示しま

す。

図１６ 管口切断工

PALTEM

ドレンロープ

ドレンロープ

サイレンサー

空気蒸気切替装置 ボイラー車

空気圧縮機

ＳＺシーラー ＳＺシーラー

ＳＺライナーＳＺピロー

発電機ハンドグラインダー

ＳＺシーラー

ハンドグラインダー

ＳＺシーラー
ＳＺパイプ廃材

ＳＺパイプ廃材
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（７）取付け管口穿孔工

ＳＺパイプにより閉塞された取付け管口を穿孔機を用いて非掘削で穿孔し、

下水道管の供用を再開します。

口径８００については人力で穿孔します。

図１７に取付け管口穿孔工の模式図を示します。

取付け管口穿孔工の数量は穿孔箇所総数とします。

図１７ 取付け管口穿孔工

（８）管口仕上げ工

ライニング工程が完了して数日経過後、管口仕上げ剤を使用して管口の仕

上げを行います。図１８に管口仕上げ工の模式図を示します

管口仕上げ工の数量は口径別の管口数とします。

図１８ 管口仕上げ工

管口仕上剤

穿孔機

発動発電機

ＴＶカメラ車穿孔機車

ＴＶカメラ

PALTEM
PALTEM
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４．共通仮設費

次の費目に関わるものを共通仮設費として計上します。

４－１ 運搬費

（１）機械器具の運搬に要する費用

（２）現場内における器材の運搬に要する費用

４－２ 準備費

（１）準備及び片付けに要する費用

（２）調査、測量、丁張りなどに要する費用

（３）伐開、整地及び除草に要する費用

４－３ 事業損失防止施設費

作業に伴って発生する騒音、地盤沈下、地下水の断絶等の事業損失を未然

に防止するための仮施設の設置費、撤去費及び当該施設の維持管理等に要す

る費用

４－４ 安全費

（１）交通管理に要する費用

（２）安全施設等に要する費用

（３）安全管理等に要する費用

（４）（１）から（３）に掲げるもののほか、作業上必要な安全対策等に要する

費用

４－５ 役務費

（１）土地の借り上げに要する費用

（２）電力、用水等の基本料

４－６ 技術管理費

（１）品質管理のための試験等に要する費用

（２）出来形管理のための測量等に要する費用

（３）工程管理のための資料の作成に要する費用

（４）（１）から（３）に掲げるもののほか、技術管理上必要な資料作成に要す

る費用
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４－７ 営繕費

（１）現場事務所、試験室等の営繕に要する費用

（２）労務者宿舎の営繕に要する費用

（３）倉庫および材料保管場の営繕に要する費用

（４）労務者の輸送に要する費用

（５）営繕に係る敷地の借上費用

５．現場管理費

次の費目に係わるものを現場管理費として計上します。

１）労務管理費 ２）安全訓練に要する費用

３）租税公課 ４）保険料

５）従業員給料手当 ６）退職金

７）法定福利費 ８）福利厚生費

９）事務用品費 10）通信交通費

11）交際費 12）補償費

13）外注経費 14）作業登録等に要する費用

６．一般管理費等

次の費目に係わるものを一般管理費として計上します。

１）役員報酬 ２）従業員給料手当

３）退職金 ４）法定福利費

５）福利厚生費 ６）修繕維持費

７）事務用品費 ８）通信交通費

９）動力、用水光熱費 10）調査研究費

11）広告宣伝費 12）交際費

13）寄付金 14）地代家賃

15）減価償却費 16）試験研究費償却

17）開発費償却 18）租税公課

19）保険料 20）契約保証費

21）雑費
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付加利益として次の項目に係わるものを計上します。

１）法人税、都道府県民税・市町村民税等 ２）株主配当金

３）役員賞与金 ４）内部保留金

５）支払利息割引料、支払保証料その他の営業外費用

（原則）

本資料における積算方法は、(社)日本下水道協会発行『下水道施設維持

管理積算要領 －管路施設編－』に準拠します。
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７．直接工事費代価表

７－１ 直接工事費の構成

直接工事費はそれぞれの工種について、主要材料･労務費･機械器具損料・

消耗品費・燃料費より構成されます。

主要材料については本積算資料 ７－２各工種代価表の内（１）材料費を御

参照下さい。以下に、各費目の詳細について述べます。

（１）労務費

労務費は、工事全体を管理する指揮者と工事に従事する作業員の費用とし、

パルテムＳＺ工事および下水道工事の特殊性を考慮します。職種別作業内容

を表１に示します。

（残業割増賃金）

パルテムＳＺ工事は一連続作業として８時間以内に終わらない場合は、８

時間を越える時間について２５％の残業割増賃金を計上します。

（夜間作業割増賃金）

交通事情により夜間に作業を行う場合は、５０％の割増賃金を計上します。

表１ 職種別作業内容

職 種 作 業 内 容

世 話 役

（指揮者）

（パルテムＳＺ工事の指揮を行う者）

現場内の工事全般の安全、品質、工程管理。

ラ イ ニ ン グ

技師

（パルテムＳＺ工事の熟練技術者）

管内処理工程の必要性・方法の決定、管内状態からライ

ニング施工可否の判定。施工方法の計画、ＳＺライナー

の品質の確認、加熱・冷却の温度時間管理、硬化度合い

判定。ライニング状態の確認。

管路調査技師

（下水道管内調査カメラを使用しての管内調査技術を

有する者）

調査の総合指揮、ＴＶカメラ操作、異常箇所の記録、穿

孔機の操作。

管路調査助手 （下水道管内調査カメラを使用しての管内調査の助手）

カメラヘッドの組立・設置、カメラケーブル操作、穿孔

時の管内調査カメラの操作。
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職 種 作 業 内 容

特殊運転手

（高圧洗浄車、特殊強力吸引車、ボイラー車、穿孔機車

等の運転操作技能を有する者）

高圧洗浄車（超高圧洗浄車）の運転・据付け・操作、特

殊強力吸引車、ボイラー車の運転、穿孔機車の運転・据

付け・操作。

一般運転手

（ＴＶカメラ車、給水車、トラックの運転技能を有する

者）

ＴＶカメラ車、給水車、トラック、ライトバンの運転、

クレーン付トラックの運転・操作。

特殊作業員

（特殊な技術・技能を有する作業員）

潜水ポンプの運転、管内洗浄作業、超高圧洗浄作業、施

工前管内処理作業、発動発電機の運転、ウィンチの運転、

穿孔作業、給水車の機械操作。

普通作業員

（一般の作業員）

管内調査の補助、施工前管内処理作業の補助、送り出し

装置作業の補助、ＳＺシーラー取付け、ライニング作業

の補助、管口切断、取付け管口の補助、管口仕上げ作業、

その他小運搬・現場内清掃片付け、潜水ポンプ据付け・

撤去作業、空気圧縮機の運転。

（２）消耗品費

パルテムＳＺ工事で特に使用する消耗品には、余尺ライナー、ＳＺピロー、

アンダーシート、ドレンロープ、穿孔機用ビットなどがあります。

使用量の算定方法については、７－２各工種代価表に示す通りとします。

（３）機械器具損料

機械器具損料については、(社)日本建設機械化協会「建設機械等損料算定

表」、(社)日本下水道協会「下水道施設維持管理積算要項 機械器具等損料表」

等に準じます。

（４）燃料費

燃料費として、ＴＶカメラ車、超高圧洗浄車、高圧洗浄車、給水車、クレ

ーン付トラック車、ボイラー車、空気圧縮機、発動発電機の運転時間につい
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て計上します。燃料使用量は(社)日本建設機械化協会「建設機械等損料算定

表」、(社)日本下水道協会「下水道施設維持管理積算要領 燃料消費量」等に

準じます。

（５）内訳書

内訳書を表２に示します。

表２ 内訳書

パルテムＳＺ工事 φ○○○mm Ｌ＝○○.○○ｍ

種 目 種 目 単位 数量 単価 金額 摘 要

直接工事費 材料費 ｍ 代価表Ａ－１

水替工 日 代価表Ａ－２

管内洗浄工 ｍ 代価表Ａ－３

管内調査工 ｍ 代価表Ａ－４

施工前管内処理工 式 代価表Ａ－５

ライニング工 ｍ 代価表Ａ－６

取付け管口穿孔工 ヶ所 代価表Ａ－７

管口仕上げ工 ヶ所 代価表Ａ－８

計
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７－２ 各工種代価表

（１）材料費

材料費はＳＺライナーよりなります。

材料長は管体延長とします。材料算定を以下に示します。

①ＳＺライナーの長さ

ＳＺライナーの長さの算定は、以下の算定式を使用します。

Ｌｍ=Ｌ

ここに、Ｌｍ：ＳＺライナー長 （ｍ）

Ｌ ：管体延長 （ｍ）

中間マンホールがある場合の管体延長は、次の計算方法とし、図１９に

示します。

Ｌ＝Ｌ１＋Ｌ２

Ｌ１ Ｌ２

図１９ 中間マンホールがある場合の管体延長

②代価表

材料の標準代価表を表３に示します。



- 21 -

表３ 材料費代価表

代価表Ａ―１ 材料費 φ mm 積算延長 ｍ １ｍ当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

ＳＺライナー φ ｍ

計

１ｍ当り （合計金額）÷（積算延長）＝

（２）水替工

１）水替工（１）

①労務費

人員編成は表４を標準とします。

表４ 水替工（１）人員編成表

職 種 人 数（人）

特殊作業員 １

普通作業員 １

合 計 ２

注）１．本表の１日当たりの労働時間は８時間とします。

②機械器具損料

機械編成は表５を標準とします。

表５ 水替工（１）機械編成表

機械器具 仕 様 単 位 数 量

潜水ポンプ φ100 台 １

止水プラグ 口径別（本管） 個 １

止水プラグ 口径別（取付管） 個 １工区当り

注）１．機械器具損料は１共用日を計上します。

③代価表

標準代価表を表６に示します。
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表６ 水替工（１）代価表

代価表Ａ―２ 水替工（１） １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

潜水ポンプ運転工 日 代価表Ｂ－１

潜水ポンプ据付・撤去工 日 代価表Ｂ－２

止水プラグ損料 本管φ 個

止水プラグ損料 取付け管φ 個

計

代価表Ｂ－１ 潜水ポンプ運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

特殊作業員 人

潜水ポンプ損料 φ100 日

計

代価表Ｂ－２ 潜水ポンプ据付・撤去工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

普通作業員 人

計

２）水替工（２）

①労務費

人員編成は表７を標準とします。

表７ 水替工（２）人員編成表

職 種 人 数（人）

特殊運転手 １

合 計 １

注）１．本表の 1 日当たりの労働時間は８時間とします。

２．作業員は並行作業の作業員が兼ねるものとします。
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②機械器具損料

機械編成は表８を標準とします。

表８ 水替工（２）機械編成表

機械器具 仕 様 単 位 数 量

特殊強力吸引車 195PS、4.5t 台 １

止水プラグ 口径別（本管） 個 １

止水プラグ 口径別（取付管） 個 １工区当り

注）１．特殊強力吸引車は１日当り運転時間は６時間とし、他の機械器

具損料は１共用日を計上します。

③燃料費

特殊強力吸引車の燃料費を計上します。

④代価表

標準代価表を表９に示します。

表９ 水替工（２）代価表

代価表Ａ―２ 水替工（２） １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

特殊強力吸引車運転工 日 代価表Ｂ－３

止水プラグ損料 本管φ 日

止水プラグ損料 取付け管φ 日

計

代価表Ｂ－３ 特殊強力吸引車運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

特殊運転手 人

特殊強力吸引車損料 195PS,4.5t 時間

計
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（３）管内洗浄工

①労務費

人員編成は表１０を標準とします。

表１０ 管内洗浄工人員編成表

職 種 人 数（人）

世話役 １

特殊作業員 １

特殊運転手 １

一般運転手 １

合 計 ４

注）１．本表の１日当りの労働時間は８時間とします。

②機械器具損料

機械編成は表１１を標準とします。

表１１ 管内洗浄工機械編成表

機械器具 仕 様 単 位 数 量

高圧洗浄車 195PS、4t 台 １

給水車 165PS、4t 台 １

注）１．本機種の１日当りの運転時間は６時間とします。

③燃料費

高圧洗浄車、給水車の燃料費を計上します。

④作業量

作業量は表１２を標準とします。

表１２ 管内洗浄工標準作業量

１日当りの作業量 ７００ｍ

⑤代価表

標準代価表を表１３に示します。
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表１３ 管内洗浄工代価表

代価表Ａ―３ 管内洗浄工 １ｍ当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

世話役 人

特殊作業員 人

高圧洗浄車運転工 日 代価表Ｂ－４

給水車運転工 日 代価表Ｂ－６

計

１ｍ当り １日当り ｍ

代価表Ｂ－４ 高圧洗浄車運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

特殊運転手 人

高圧洗浄車損料 195PS,4t 時間

計

代価表Ｂ－６ 給水車運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

一般運転手 人

給水車損料 165PS,4t 時間

計
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（４）管内調査工

①労務費

人員編成は表１４を標準とします。

表１４ 管内調査工人員編成表

職 種

人 数（人）

φ800 未満

(TV ｶﾒﾗ調査)

φ800

(目視調査)

世話役 １ １

管路調査技師 １ １

管路調査助手 １ １

普通作業員 ２ ３

一般運転手 １ １

合 計 ６ ７

注）１．本表の１日当りの労働時間は８時間とします。

②機械器具損料

機械編成は表１５を標準とします。

表１５ 管内調査工機械編成表

機械器具 仕 様 単 位

数 量

φ800 未満

(TV ｶﾒﾗ調査)

φ800

(目視調査)

ＴＶカメラ車 85PS、2t 台 １ －

ライトバン 76PS、1500cc 台 － １

注）１．本機種の１日当りの運転時間は６時間とします。

③燃料費

ＴＶカメラ、ライトバンの燃料費を計上します。

④作業量

作業量は表１６を標準とします。
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表１６ 管内調査工標準作業量

口 径
φ800 未満

(TV ｶﾒﾗ調査)

φ800

(目視調査)

１日当りの作業量 ３００ｍ ５００ｍ

⑤代価表

標準代価表を表１７に示します。

表１７ 管内調査工代価表

代価表Ａ―４ 管内調査工 １ｍ当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

世話役 人

管路調査技師 人

管路調査助手 人

普通作業員 人

ＴＶカメラ車運転工 φ800 未満 日 代価表Ｂ－７

ライトバン運転工 φ800 日 代価表Ｂ－８

計

１ｍ当り １日当り ｍ

代価表Ｂ－７ ＴＶカメラ車運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

ガソリン ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

一般運転手 人

ＴＶカメラ車損料 85PS,2t 時間

計

代価表Ｂ－８ ライトバン運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

ガソリン ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

一般運転手 人

ライトバン損料 76PS 時間

計
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（５）施工前管内処理工

①労務費

人員編成は表１８を標準とします。

表１８ 施工前管内処理工人員編成表

職 種

人 数 （人）

φ800 未満 φ800

取付け管突出 その他

世話役 １ １ １

管路調査技師 １ １ －

管路調査助手 １ １ －

特殊作業員 １ １ －

普通作業員 － － ４

特殊運転手 ２ １ １

一般運転手 ２ ３ ２

合 計 ８ ８ ８

注）１．本表の１日当りの労働時間は８時間とします。

②機械器具損料

機械編成は表１９を標準とします。

表１９ 施工前管内処理工機械編成表

機械器具 仕 様 単位

数 量

φ800 未満 φ800

取付け管突出 その他

ＴＶカメラ車 85PS、2t 台 １ １ －

穿孔機車 118PS、2t 台 １ － －

超高圧洗浄車 195PS、4t 台 － １ １

給水車 165PS、4t 台 － １ １

高圧洗浄車 195PS、4t 台 １ － １

トラック 186PS､ 4t 台 １ １ １

発動発電機 20KVA、26PS 台 １ １ １

空気圧縮機 2.0m3/min,20PS 台 － － １

注）１．発動発電機、空気圧縮機は運転１日とし、他の機械器具に

ついては運転時間を６時間とします。
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③燃料費

ＴＶカメラ車、超高圧洗浄車、給水車、高圧洗浄車、発動発電機、空気

圧縮機の燃料費を計上します。

④消耗品費

ａ）ビット

φ８００未満の場合、穿孔機のビットは５０回使用できるものとし

て計上します。

⑤作業量

作業量は表２０を標準とします。

表２０ 施工前管内処理工標準作業量（ヶ所／日）

処理内容 処理機械
処理ヶ所数

φ800 未満 φ800

取付け管突出 穿孔機 １０ ２０

モルタル 超高圧洗浄車 １０ １０

木 根 超高圧洗浄車 ２０ ３０

パッキン 超高圧洗浄車 ２０ ３０

注）１．モルタルは１ヶ所１ｍ換算とします。

⑥代価表

標準代価表を表２１、２２に示します。

ただし、処理内容各々について代価表を作成します。
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表２１ 施工前管内処理工代価表(φ800 未満)

代価表Ａ―５（１） 施工前管内処理工 １式当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

世話役 人

管路調査技師 人

管路調査助手 人

高圧洗浄車運転工 取付け管突出 日 代価表Ｂ－４

超高圧洗浄車運転工 取付け管突出以外 日 代価表Ｂ－５

給水車運転工 取付け管突出以外 日 代価表Ｂ－６

ＴＶカメラ車運転工 日 代価表Ｂ－７

穿孔機車運転工 取付け管突出 日 代価表Ｂ－９

トラック運転工 日 代価表Ｂ－１１

発動発電機運転工（１） 日 代価表Ｂ－１３

計（取付け管突出） １日当り

計（取付け管突出以外） １日当り

（取付け管突出） ヶ所 １日当り ヶ所

（モルタル） ヶ所 １日当り ヶ所

（木の根、パッキン） ヶ所 １日当り ヶ所

計
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表２２ 施工前管内処理工代価表(φ800)

代価表Ａ―５（２） 施工前管内処理工 １式当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

世話役 人

普通作業員 人

高圧洗浄車運転工 日 代価表Ｂ－４

超高圧洗浄車運転工 日 代価表Ｂ－５

給水車運転工 日 代価表Ｂ－６

トラック運転工 日 代価表Ｂ－１１

発動発電機運転工（１） 日 代価表Ｂ－１３

空気圧縮機運転工（１） 日 代価表Ｂ－１５

計（全工種） １日当り

（取付け管突出） ヶ所 １日当り ヶ所

（モルタル） ヶ所 １日当り ヶ所

（木の根、パッキン） ヶ所 １日当り ヶ所

再計

代価表Ｂ－４ 高圧洗浄車運転工

表１３ 管内洗浄工の代価表に準じます。

代価表Ｂ－５ 超高圧洗浄車運転工 １日当り

代価表Ｂ－６ 給水車運転工

代価表Ｂ－７ ＴＶカメラ車運転工

表１３ 管内洗浄工および表１７ 管内調査工の代価表に準じます。

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

特殊作業員 人

特殊運転手 人

超高圧洗浄車損料 195PS,4t 時間

計
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代価表Ｂ－９ 穿孔機車運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

特殊作業員 人

特殊運転手 人

穿孔機車損料 118PS,2t 時間

ビット損料 ヶ 5 ヶ所、耐用 50 回

計

代価表Ｂ－１１ トラック運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

一般運転手 人

トラック損料 186PS,4t 時間

計

代価表Ｂ－１３ 発動発電機運転工（１） 1 日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

発動発電機損料 20KVA,26PS 時間

計

代価表Ｂ－１５ 空気圧縮機運転工（１） １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

空気圧縮機損料 2m3/min,20PS 時間

計
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（５）ライニング工

①労務費

人員編成は、機械編成別に表２３、２４を標準とします。

表２３ ライニング工人員編成（φ800 未満） （人）

職 種
管内引込工

拡張加熱工 管口切断工
ａ ｂ

世話役 １ １ １ １

ライニング技師 １ １ １ １

特殊作業員 １ １ － －

普通作業員 １ ２ １ １

特殊運転手 １ １ １ －

一般運転手 ２ ３ ２ １

合 計 ７ ９ ６ ４

注）１．本表の１日当りの労働時間は８時間とします。

２．ａ，ｂは、表２５の区分とします。

表２４ ライニング工人員編成（φ800） （人）

職 種 管内引込工 拡張加熱工 管口切断工

世話役 １ １ １

ライニング技師 １ １ １

特殊作業員 １ － －

普通作業員 ３ ３ ３

特殊運転手 １ １ －

一般運転手 ３ ２ １

合 計 １０ ８ ６

注）１．本表の１日当りの労働時間は８時間とします。

②人員・機械・消耗品編成

人員、機械、消耗品編成は表２５に基づいて編成します。
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表２５ 人員・機械・消耗品編成選定表

呼び径
管 渠 長

10ｍ 20ｍ 30ｍ 40ｍ 50ｍ 60ｍ 70ｍ

200

ａ250

300

350

400

450 ａ

500
ｂ

530

600

700
ｂ

800

③機械器具損料

機械編成は表２６、２７、２８、２９を標準とします。

表２６ 管内引込工機械編成表（φ800 未満）

機械器具 仕 様 単位
数量

ａ ｂ

ＴＶカメラ車 85PS、2t 台 １ １

高圧洗浄車 195PS、4t 台 １ １

クレーン付トラック 179PS、4t、2.9t 吊 台 １ １

トラック 186PS、4t 台 － １

発動発電機 45KVA、57PS 台 １ １

ウィンチ 2.5t 台 １ １

送り出し装置 台 － １

リール架台 台 １ －

引込用ローラ 台 １ １

注）１．ａ，ｂは、表２５の区分とします。



- 35 -

表２７ 管内引込工機械編成表（φ800）

機械器具 仕 様 単位 数量

高圧洗浄車 195PS、4t 台 １

クレーン付トラック 179PS、4t、2.9t 吊 台 ２

トラック 186PS、4t 台 １

発動発電機 45KVA、57PS 台 １

ウィンチ 2.5t 台 １

送り出し装置 台 １

引込用ローラ 台 １

表２８ 拡張加熱工機械編成表

機械器具 仕 様 単位 数量

クレーン付トラック 179PS、4t、2.9t 吊 台 １

ボイラー車 186PS、4t 台 １

給水車 165PS、4t 台 １

発動発電機 45KVA、57PS 台 １

空気圧縮機 5m3/min、53PS 台 １

ＳＺシーラー 台 ２

温度記録計 台 １

サイレンサー 台 １

表２９ 管口切断工機械編成表

機械器具 仕 様 単位 数量

発動発電機 45KVA、57PS 台 １

クレーン付トラック 179PS、4t、2.9t 吊 台 １

④燃料費

クレーン付トラック、発動発電機、空気圧縮機、高圧洗浄車、ＴＶカメ

ラ車、ボイラー車、給水車、トラックの燃料費を計上します。
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⑤消耗品費

ａ）余尺ライナー

全口径 １ｍ

中間マンホールがある場合は、中間マンホールインバート長を加え

て計上します。

ＬＹ＝１＋ ℓ

ＬＹ：余尺ライナーの長さ （ｍ）

ℓ：中間マンホールインバート長 （ｍ） 

ｂ）ドレンロープ

ドレンロープの長さは、次の算定式に基づきます。

中間マンホールがある場合は、中間マンホールインバート長を加え

て計上します。

Ｌｄ＝（Ｌ＋ｄ＋ℓ＋２）×２ 

Ｌｄ ：ドレンロープの長さ （ｍ）

Ｌ ：管体延長 （ｍ）

ｄ ：人孔深さ （ｍ）

ℓ ：中間マンホールインバート長 （ｍ）  

中間マンホールがある場合は、中間マンホールインバート長を加え

て計上します。

ｃ）ＳＺピロー

ＳＺピローは、１０施工使用できるものとして計上します。

ｄ）アンダーシート

アンダーシートの長さは、次の算定式に基づきます。

Ｌｕ＝Ｌ＋ℓ＋３ 

Ｌｕ ：アンダーシートの長さ （ｍ）

Ｌ ：管体延長 （ｍ）

ℓ ：中間マンホールインバート長 （ｍ） 

中間マンホールがある場合は、中間マンホールインバート長を加え

て計上します。

注１．アンダーシートは、表２５のｂ区分で計上します。

⑥タイムスケジュール

ａ）管内引込工タイムスケジュールは表３０を標準とします。

管体延長は、口径別の１工区当りの施工管体平均延長とします。
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表３０ 管内引込工標準タイムスケジュール （分）

口径

延長
200 250 300 350 400 450 500 530 600 700 800

30 90 95 95 100 100 105 110 115 120 130 145

50 110 115 120 125 130 135 145 150 160 180 200

70 130 135 145 150 160 165 180 185 200 － －

Ｋ１ 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8 3.0 3.4 3.6 4.0 4.8 5.6

Ｋ１：管内引込み工補正係数

標準施工時間＝準備時間＋引込み時間

＝60＋（Ｌ／2×Ｋ 1）

Ｌ：管体延長 （ｍ）

ｂ）拡張加熱工タイムスケジュールは表３１を標準とします。

管体延長は、口径別の１工区当りの施工管体平均延長とします。

表３１ 拡張加熱工標準タイムスケジュール （分）

口径

延長
200 250 300 350 400 450 500 530 600 700 800

30 185 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230

50 195 200 210 215 225 235 245 250 255 265 275

70 205 215 230 230 250 260 275 280 290 － －

Ｋ２ 2.0 2.4 3.0 3.4 4.0 4.6 5.2 5.5 6.0 6.5 7.2

Ｋ２：拡張加熱工管径補正係数

標準施工時間＝準備時間＋温度上昇時間＋加熱養生時間＋冷却時間

＝60＋0.3×Ｌ×Ｋ２＋90＋15

Ｌ：管体延長 （ｍ）

ｃ）管口切断工タイムスケジュールは表３２を標準とします。

表３２ 管口切断工標準タイムスケジュール （分）

口径 200 250 300 350 400 450 500 550 600 700 800

共通 20 25 30 30 35 40 45 45 50 50 60

注）１．１ヶ所当りの時間とします。



- 38 -

ｄ）ライニング工における労務、各工種のタイムスケジュールは、表３３、

３４を標準とし、各種運転工に計上します。

表３３ タイムスケジュール適用表（φ800 未満）

種 目
管内引込工 拡張

加熱工

管口

切断工ａ ｂ

世話役 ○ ○ ○ ○

ライニング技師 ○ ○ ○ ○

普通作業員 ○ ○ ○ ○

高圧洗浄車運転工 ○ ○ － －

給水車運転工 － － ○ －

ＴＶカメラ車運転工 ○ ○ － －

ボイラー車運転工 － － ○ －

クレーン付トラック運転工 ○ ○ ○ ○

トラック運転工 － ○ － －

発動発電機運転工（２） ○ ○ ○ ○

空気圧縮機運転工（２） － － ○ －

ウィンチ運転工（１） ○ － － －

ウィンチ運転工（２） － ○ － －

注）１．世話役労務人数は１日当り８時間の労働時間とします。

注）２．運転工の機械運転時間は１日当り６時間とします。

注）３．ａ，ｂは、表２５の区分とします。
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表３４ タイムスケジュール適用表（φ800）

種 目
管内

引込工

拡張

加熱工

管口

切断工

世話役 ○ ○ ○

ライニング技師 ○ ○ ○

普通作業員 ○ ○ ○

高圧洗浄車運転工 ○ － －

給水車運転工 － ○ －

ボイラー車運転工 － ○ －

クレーン付トラック運転工 ○ ○ ○

トラック運転工 ○ － －

発動発電機運転工（２） ○ ○ ○

空気圧縮機運転工（２） － ○ －

ウィンチ運転工（２） ○ － －

注）１．世話役労務人数は１日当り８時間の労働時間とします。

２．運転工の機械運転時間は１日当り６時間とします。

⑥代価表

標準代価表を表３５に示します。
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表３５ ライニング工代価表

代価表Ａ―６ ライニング工 １ｍ当り

φ mm 管内引込 時間

施工時間内訳

(１工区当り)

積算延長 L= ｍ

拡張加熱 時間

管口切断 時間

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

世話役 人

ライニング技師 人

普通作業員 人

高圧洗浄車運転工 日 代価表Ｂ－４

給水車運転工 日 代価表Ｂ－５

ＴＶカメラ車運転工 φ800 未満 日 代価表Ｂ－６

ボイラー車運転工 日 代価表Ｂ－１０

トラック運転工 送出装置使用時 日 代価表Ｂ－１１

ｸﾚｰﾝ付トラック運転工 日 代価表Ｂ－１２

発動発電機運転工（２） 日 代価表Ｂ－１４

空気圧縮機運転工（２） 日 代価表Ｂ－１６

ウィンチ運転工（１） 日 代価表Ｂ－１７

ウィンチ運転工（２） 送出装置使用時 日 代価表Ｂ－１８

消耗品費 式 代価表Ｂ－１９

１ｍ当り （合計金額）÷（積算延長）＝

代価表Ｂ－４ 高圧洗浄車運転工

代価表Ｂ－６ 給水車運転工

表１３ 管内洗浄工に準じます。

代価表Ｂ－７ ＴＶカメラ車運転工

表１７ 管内調査工に準じます。
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代価表Ｂ－１０ ボイラー車運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

特殊運転手 人

ボイラー車損料 186PS,4t 時間

ＳＺシーラー 台

温度記録計 台

サイレンサー 台

計

代価表Ｂ－１１ トラック運転工

表２１、２２ 施工前管内処理工の代価表に準じます。

代価表Ｂ－１２ クレーン付トラック運転工 １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

一般運転手 人

ｸﾚｰﾝ付トラック車損料 179PS,4t 時間

計

代価表Ｂ－１４ 発動発電機運転工（２） １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

発動発電機損料 45KVA,57PS 時間

計

代価表Ｂ－１６ 空気圧縮機運転工（２） １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

軽油 ﾘｯﾄﾙ ㍑／時間×時間

空気圧縮機損料 5m3/min,53PS 時間

計
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代価表Ｂ－１７ ウィンチ運転工（１） １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

特殊作業員 人

リール架台 日

引込用ローラ 日

ウィンチ損料 2.5t 日

計

代価表Ｂ－１８ ウィンチ運転工（２） １日当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

特殊作業員 人

普通作業員 人

送り出し装置 日

引込用ローラ 日

ウィンチ損料 2.5t 日

計

代価表Ｂ－１９ 消耗品費 １式当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

余尺ライナー φ ｍ

ドレンロープ ｍ

アンダーシート ｍ

ＳＺピロー ケ 10 施工使用

計
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（７）取付け管口穿孔工

①労務費

人員編成は表３６を標準とします。

表３６ 取付け管口穿孔工人員編成表

職 種
人 数（人）

φ800 未満 φ800

世話役 １ １

管路調査技師 １ －

管路調査助手 １ －

特殊作業員 １ －

普通作業員 － ４

特殊運転手 １ －

一般運転手 ２ １

計 ７ ６

注）１．本表の１日当り労働時間は８時間とします。

②機械器具損料

機械編成は表３７を標準とします。

表３７ 取付け管口穿孔工機械編成表

機械器具 仕 様 単位
数 量

φ800 未満 φ800

ＴＶカメラ車 85PS、2t 台 １ －

穿孔機車 118PS、2t 台 １ －

トラック 186PS、4t 台 １ １

発動発電機 20KVA、26PS 台 １ １

空気圧縮機 2.0m3/min、20PS 台 － １

注）１．１日当り運転時間は６時間とします。

③燃料費

ＴＶカメラ車、トラック、発動発電機、空気圧縮機の燃料費を計上しま

す。
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④消耗品費

穿孔機のビッドは５０回使用できるものとして計上します。

⑤日進量

日進量は表３８を標準とします。

表３８ 取付け管口穿孔工

口径 穿孔ヶ所数

φ800 未満 １０

φ800 ２０

⑥代価表

標準代価表を表３９、４０に示します。

表３９ 取付け管口穿孔工（１）代価表

代価表Ａ―７（１） 取付け管口穿孔工（１）（φ800 未満） １ヶ所当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

世話役 人

管路調査技師 人

管路調査助手 人

ＴＶカメラ車運転工 日 代価表Ｂ－７

穿孔機車運転工 日 代価表Ｂ－９

トラック運転工 日 代価表Ｂ－１１

発動発電機運転工（１） 日 代価表Ｂ－１３

計

１ヶ所当り １日当り ヶ所
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表４０ 取付け管口穿孔工（２）代価表

代価表Ａ―７（２） 取付け管口穿孔工（２）（φ800 ） １ヶ所当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

世話役 人

普通作業員 人

トラック運転工 日 代価表Ｂ－１１

発動発電機運転工（１） 日 代価表Ｂ－１３

空気圧縮機運転工（１） 日 代価表Ｂ－１５

計

１ヶ所当り １日当り ヶ所

代価表Ｂ－７

表１７ 管内調査工の代価表に準じます。

代価表Ｂ－９、Ｂ－１１、Ｂ－１３、Ｂ－１５

表２１、２２ 施工前管内処理工の代価表に準じます。
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（８）管口仕上げ工

①労務費

人員編成は表４１を標準とします。

表４１ 管口仕上げ工人員編成表

職 種 人数（人）

世話役 １

普通作業員 １

一般運転手 １

合 計 ３

注）１．本表は管口１ヶ所当りとし、1 日当りの労働時間は８時間と

します。

②燃料費

ライトバンの燃料費を計上します。

③機械器具損料

機械編成表は表４２を標準とします。

表４２ 管口仕上げ工機械編成表

機械器具 仕 様 単位 数量

ライトバン 76PS 台 １

注）１．１日当りの運転時間は６時間とします。

④日進量

日進量は表４３を標準とします。

表４３ 管口仕上げ工日進量 （共通） （ヶ所）

口径 200 250 300 350 400 450 500 600 700 800

共通 36 24 18 15 14 14 12 10 9 7
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⑤管口仕上げ剤

管口仕上げ剤の使用量は、次の算定式に基づきます。

使用量（kg）＝１口当り使用量×日進量

＝（0.5×10Ｄ）×Ｎ

ここに、Ｄ：管径 （m）

Ｎ：管口数（各口径における日進量） （ヶ所）

⑥代価表

標準代価表を表４４に示します。

表４４ 管口仕上げ工代価表

代価表Ａ―８ 管口仕上げ工 １ヶ所当り

種 目 形状寸法 単位 数量 単価 金額 摘 要

世話役 人

普通作業員 人

管口仕上げ剤 ㎏ 1 口当り×日進量

ライトバン運転工 日 代価表Ｂ－８

計

１ヶ所当り １日当り ヶ所

代価表Ｂ－８ ライトバン運転工

表１７ 管内調査工代価表に準じます。
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